


 規制緩和のお蔭で、以前は医療行為だった
ものでも、介護職員で可能となってきている。 

 

 内服薬の服薬介助。 

 外用薬の塗布、湿布薬の貼付け、点眼薬の使用介助。 

 パウチの清掃行為。 

 浣腸行為、坐薬の挿入。等々 

しかし、 

前提要件をクリアーしてこそ可能。 
 



 
１．患者の状態が落ち着いていること 

２．専門家が関わっていること 

３．本人又は家族の依頼に 

基づいていること 

４．一包化された内服薬であること 



①入院・入所して治療する必要がなく、容態が安定 

 

②副作用の危険性や投薬量の調整等を目的とした医
師又は看護職員による連続的な経過観察が不要 

 

③内用薬の誤嚥、坐薬の肛門からの出血の可能性等、
当該医薬品の使用方法に専門的配慮が不要  

 



①患者の状態が上記３条件を満たしていることを医師、
歯科医師又は看護職員が確認していること  

②医師、歯科医師又は看護職員が、これらの免許を
有しない者による医薬品の使用の介助ができることを
本人又は家族に伝えていること  

③授与された医薬品が、医師又は歯科医師の処方を
受けたものであること  

④薬剤師の服薬指導が行われていること 

⑤看護職員の保健指導・助言が行われていること 



担当ケアマネジャーを通じて、 

主治医等から情報提供をして貰う 

 

場合によっては「指示書」等の写しを貰うとベター 



 ①事前の本人又は家族の具体的な依頼に基づいて
いること 



 ①あらかじめ薬袋等により患者ごとに区分し授与され
た医薬品 

  

②一包化された内用薬 「一包化」は、ホチキス等によ

り曜日・服薬時間帯ごとに“ひとまとめ”にされたものを
含む。ただし、一包化、“ひとまとめ”のいずれにしても、
当該医薬品を授与する薬剤師によってなされたもので
あること。 


